職務経歴書

        

2024年1月1日現在         

氏名：XX XX
■　職務概要
	XX大学大学院修士課程を卒業後、XX株式会社に入社。スマートシティ領域において、自治体向けのデジタル基盤設計・構築プロジェクトに参画し、要件定義・システム構築・運用保守を経験。直近では、神戸市が推進する「Human×Smart City Kobe」構想において、XXが提供するXXの窓口担当としてスマートシティ化を支援。 また、下関市において令和５年度デジタル田園都市国家構想に採択された「出産・子育て家庭のQoL向上プロジェクト」事業では、XXと複数のサービスのデータ連携基盤を構築した。


■　職務経歴
勤務先名：XX株式会社 (弊社 Japan Ltd)　 　（勤務期間：2021年4月1日～現在）
◆事業内容：XXXXX
◆資本金：XX億円　　　　　◆従業員数：約XX,000人（2023年6月1日時点）
	期間
	担当業務（プロジェクト内容）

	2021年7月

～

現在
	地方自治体のシステム導入支援／XX開発

「XX」と呼ばれる、既存の行政情報システムと連携できる新しい行政システムのプロジェクト。
市から市民への情報発信、学校から保護者の双方向の連絡、他サービスとのID連携など、市民生活を支えるプラットフォームの開発。

【担当業務】
・システム構築全般（要件定義・設計・開発・運用保守）
・他メンバーの開発レビュー、工数調整、スケジュール管理
要件定義・設計
・クライアント対応チームとコミュニケーションをとりながら、開発工数や既存機能とクライアント要望のすり合わせを行い、システムの要件定義を実施
・Figmaによる画面デザイン作成
・システム基本設計書作成

開発・テスト
・HTML, CSS, Javascriptなどのマークアップ言語のコーディング
・Liferayを用いたCMSの開発・テスト、他メンバーの改修内容・単体テストのレビュー
・Vue.jsによる学童入退室管理システムにおける、他メンバーの改修内容・単体テストのレビュー
・ACTSバッチ開発および、ジョブ管理ツールRundeckを用いたテスト
運用保守
・学校の年度更新に伴うデータ更新時の学校担当者の入力フォーマットの作成
・リリース作業の主担当として、作業の自動化を2人のメンバーを巻き込み推進

【役割】
メンバー（弊社：4~5名、外部ベンダ：2~3名）
【実績】
新入社員研修後に所属した４人のチームでは、自分より指示系統が上位のメンバーのタスクを巻き取り、作業負荷軽減に貢献。アサイン当初は、１名のリードが３名のスタッフに指示を出しチーム内外の運営を行っていたが、私の成長に伴い、スタッフの１人がチーム内をまとめるサブリードとなり、リードがチーム間やクライアントとの調整に集中できるようになった。アサインから一貫してチームの運営効率に貢献しており、直近ではシステムリリースの主担当として、2名のメンバーを巻き込み、リリース作業の自動化を主導。リリース準備作業の工数をおよそ1/3にすることに成功した。


	2022年8月

～

2023年7月
	神戸市のスマートシティ事業／弊社デジタル基盤の窓口担当

神戸市が推進する「Human×Smart City Kobe」構想をもとに、人間中心の未来を創造していくスマートシティ事業。

【担当業務】
 ・自治体や他民間事業者とのミーティングにおけるファシリテーション補助（資料作成、意見取りまとめ、議事等）

・弊社が提供するXXについての問い合わせ管理、クライアントコミュニケーション
・障害発生時の問題解決
・システム移行時の作業段取り作成、移行作業の実施
【役割】
メンバー（弊社：2名）
【実績】
  神戸市のスマートシティ事業では、各ステークホルダーとの接点として、弊社窓口業務を担当。自治体・SI企業・地場IT企業とのアライアンス構築・協業の上、新規機能構築やシステム運用が滞りなく実行されるための合意形成や問い合わせ対応に取り組んだ。また、社内の各チームとも連携し、障害発生時の対応体制を構築。社内外からの信頼を獲得し、スムーズな事業運営を推進した。
  また、2023年7月末の神戸市HP「スマートこうべ」のシステム切り替えでは、データやサイト権限移行の弊社作業をリードし、XXから別システムへの移行を2か月ほどの準備期間で成功させた。



	2023年7月
～

現在
	下関市のデジタル田園都市国家構想／ID連携基盤の構築

令和５年度デジタル田園都市国家構想に採択された下関市の「出産・子育て家庭のQoL向上プロジェクト」事業。子育て家庭向けの各種サービスの提供及びデータ連携による子育てサポートパッケージの実装。
【担当業務】
 ・XXと複数のサービスのデータ連携基盤構築
【役割】
メンバー（弊社：3名）
【実績】
  下関市のデジタル田園都市国家構想では、子育て関連の3サービスとXXのID連携基盤の構築に取り組んだ。他サービスとの連携はXXのメイン機能であり、複数の都市で連携基盤の構築が予定されていた。しかし、他都市で既に構築経験のあるメンバーの工数が足りず、手順が整備されていない状況だった。私は下関市の基盤構築担当として、社内有識者との密なコミュニケーションにより、Azure B2C基盤を遅延なく構築。手順書の整備も並行して実施し、他都市の構築チームに横展開することで、プロジェクト全体の工数削減へ貢献した。



■　保有資格

＜テクノロジー＞
・Azure Fundamentals（2021年8月）
・ITパスポート（2020年10月）

＜語学＞
・ハングル能力検定試験4級（2021年7月）
・全国通訳案内士（英語）（2019年2月）
・TOEIC S&W 300/400点（2019年5月）

・実用英語技能検定準１級（2017年2月）
＜教育＞
・高等学校教諭専修免許状（理科）（2021年3月）
＜その他＞
・ファイナンシャル・プランニング技能士3級（2021年6月）
・統計検定２級（2019年12月）

■　テクニカルスキル

・OS：Windows、Linux、Macintosh
・開発言語・フレームワーク：Java、Python、Vue.js、Liferay、Angular
・DB：Postgres DB、Mongo DB
・クラウドサービス：Azure
・ソフトウェア：Jenkins、Rundeck
・CMS：WordPress
■　得意分野

・スマートシティ
・行政向けサービス
・学校教育

・システム開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　その他経験
①個人経営塾にて高校生への学習指導

・大学在学時、2018年～2021年の期間において、個人塾の経営者とともに2人体制で高校生への学習指導

・理数科目の講師を担当し、生徒が九州大・福岡大等に合格

②個人事業主としての発信活動 / 大学編入生サポート事業

・2020年～現在において、高校生や大学生に向けた学習系のサイトを独自に開発・運営

・2022年4月にインターネット事業として個人事業を開業し、現在はサイト運営に加え、電子書籍の出版や大学院編入生に向けた受験サポートを実施（年間収益20万円以下）

③教育科学の大学院の受験

・2023年9月に東京大学大学院教育学研究科 学校教育高度化専攻 教育内容開発コースを受験

・筆記試験（専門科目・英語科目）突破、口頭試問（研究計画）不合格

・半年間の受験勉強により、発達科学や教育内容開発の分野の知見を獲得

④地球惑星科学分野での論文執筆

・XX入社後の2021年11月に大学院での研究成果をScientific Reportに筆頭著者としてPublish

・論文情報は下記の通り

└タイトル：XXXXXX
└リンク：https://www.nature.com/articles/xxxxxxx
 └アクセス：1791 Accesses（2023年12月時点）

⑤社内部の設立

・XX入社１年目で社内部活「XXXテニス部」を創設し、初代部長として現在まで活動を主導

・部費の管理、定期的な活動内容報告（社内Newsletter執筆、社内コミュニティミーティング発表）

・部活動内容は下記の通り

 └部員数：約35名（2024年1月時点）

 └活動頻度：原則、毎週日曜日に2時間ほどスポーツ活動
以上
